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労働新聞
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社
会
的
必
要
性
は
非
常
に
高
い
。
　
派
遣
労
働
者
の
引
抜
き
か
ら

「
排

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
結
果
的
に

民
主
政
権
に
な
っ
て
労
働
者
派
　
　
平
成
１６
年
の
改
正
に
よ

っ
て
、
　

出
危
機
」
へ
と
１
８
０
度
の
転
換

労
働
者
側
が
意
見
の
聴
取
を
拒
否

遣
法
は
、
大
幅
に
見
直
さ
れ
る
こ

期
間
が
３
年
に
延
長
さ
れ
る
と
と

と
な
っ
た
わ
け
だ
。
ま
さ
に

一
時

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
よ
う
な
手

と
に
な
ろ
う
。
野
党
時
代
に
国
会

も
に
、
産
業
界
で
偽
装
請
負
と
し

的

。
臨
時
的
な
扱
い
の
結
果
で
あ

続
き
を
踏
ん
だ
事
実
が
証
明
さ
れ

へ
提
出
さ
れ
た
法
案
で
は
、
日
一羅

て
利
用
さ
れ
て
い
た
製
造
分
野
の

る
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市
民
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を
付
与
す
る
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点
か

れ
は
、
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へ
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堀
間
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は
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瑯
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わ
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お
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先
が
か
な
り
存
在
す
る
と
い
う
。

は
圃
睡
を
飲
ん
で
威
り
行
き
を
見

業
務
も
解
禁
と
な

っ
た
。
期
間
制

ら
逆
説
的
な
が
ら
、
基
本
的
な
ル
　
正
社
員
の
一屋
用
機
会
を
奪
う
恐
れ

守

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
限
到
進
後
に
訪
え
る
派
遣
先
の
度

―
ル
違
反
を
追
及
し
た
い
。
　
　
　
が
あ
る
と
し
て
、　
一
時
的

・
臨
時

昭
和
６０
年
の
法
施
行
以
来
、
労

接
一雇
用
義
務
の
適
用
年
に
当
た
る

　

自
由
化
業
務
の
派
遣
期
固
は
基

的
労
働
者
と
し
て
の
位
置
付
け
を

働
者
派
遣
は
Ｅ

時
的
・臨
時
的
」

今
年
は
、
製
造
派
遣
先
の
大
量
引

本
的
に

「
１
年
」
で
あ
る
。
期
間

続
け
る
以
上
、
派
遣
先
は
も
と
よ

な
位
置
付
け
て
、常
用
労
働
者
（
正
　
抜
き
を
予
測
し
、
０９
年
間
題
と
大

制
限
い
っ
ぱ
い
の
３
年
の
派
遣
労

り
、
当
局
も
監
視
の
姿
勢
を
も
っ

社
員
）
の
雇
用
機
会
を
奪
う
こ
と

騒
ぎ
し
て
い
た
。　
一
転
、
昨
年
９

働
者
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
場

と
強
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
女
プ
ー
と
し
、
以
来
、
今
日
ま

月
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

〈
［
、
①
派
遣
ス
タ
ッ
フ
を
受
け
入

が
派
遣
労
働
者
へ
の
市
民
権
付
与

で
真
の
意
味
で
の
市
民
権
を
与
え
　
っ
て
、
貿
易
立
国
日
本
の
輸
出

れ
よ
う
と
す
る
業
務
②
そ
の
期
間
　
に
緊
が
る
と
も
い
え
よ
う
。


